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資料紹介「部落の起源、発達、現況に関する一考察」3５ 「
部
落
民
ｌ
日
本
の
被
差
別
集
団
』
で
も
、
こ
の
ラ
ミ
ャ
論
文

が
戦
前
の
差
別
事
件
や
水
平
運
動
な
ど
に
つ
い
て
の
叙
述
の
主
要
な

典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
赤
塚
康
雄
「
資
料
紹
介
・

ア
メ
リ
カ
の
戦
時
資
料
山
」
『
部
落
解
放
研
究
』
第
六
○
号
）
。

ま
た
同
論
文
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
日
本
の
部
落
問
題
・
水
平

運
動
な
ど
に
つ
い
て
英
文
で
書
か
れ
た
数
少
な
い
、
本
格
的
な
研
究

論
文
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
に
影
響
を
与
え
つ
づ
け
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
デ
ポ
ス
と
我
妻
洋
の
共
著
負
〕
呂
目
㎡

閂
員
】
“
丘
。
蚕
：
馨
で
も
、
ま
た
イ
ァ
ン
・
ニ
ァ
リ
ー
の
近
著

〈
も
。
］
三
日
］
勺
片
。
（
①
の
片
目
』
の
。
◎
旨
｝
（
ピ
ロ
ロ
。
］
旨
津
①
‐
ゴ
日

「
：
自
息
で
も
、
こ
の
ニ
ノ
ミ
ャ
論
文
が
少
な
か
ら
ず
引
用
さ
れ
て

］
回
ロ
ロ
口
逮
で
も
、

い
る
。一
一
ノ
ミ
ヤ
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
文
の
翻
訳
が
完
了
し
た

段
階
で
あ
ら
た
め
て
本
格
的
に
検
討
し
た
い
が
、
こ
こ
に
訳
出
し
た

「
は
じ
め
に
」
と
「
序
」
を
読
む
だ
け
で
も
、
喜
田
貞
吉
や
柳
田
国

男
、
岡
本
弥
や
高
橋
貞
樹
な
ど
、
当
時
曰
本
で
読
む
こ
と
が
で
き
る

か
な
り
の
資
料
・
文
献
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。

ま
た
、
断
片
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
部
落
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ

た
英
語
の
文
献
な
ど
も
相
当
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
献
を

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
英
語
圏
で
の
部
落
問
題
に
つ

い
て
囚
認
識
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

（
資
料
）

日
本
に
お
け
る
社
会
階
級
の
歴
史
と
関
連
づ
け
た
部
落
の
起
源
、

発
達
お
よ
び
現
況
に
関
す
る
一
考
察

シ
ｐ
Ｈ
ｐ
Ｐ
昌
昌
８
口
○
の
月
日
口
中
夢
の
。
昼
、
ご
ｙ
□
の
ぐ
の
］
・
己
日
の
日
・

ロ
ロ
』
旧
吋
の
叩
の
員
の
一
言
呉
〕
○
口
○
宙
忌
の
同
旨
百
・
宛
の
］
Ｐ
は
。
□
８
芹
胃
の

国
】
鷺
。
ご
○
｛
の
○
○
旨
］
Ｏ
］
口
器
の
の
ご
］
四
℃
ロ
ロ

曰
本
ア
ジ
ア
協
会
に
お
け
る
一
九
一
一
一
一
一
一
年
一
二
月
の
講
演
記
録
。

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
で
も
あ
る
。

は
じ
め
に

序第
１
部
日
本
に
お
け
る
社
会
階
級
の
歴
史
と
関
連
づ
け
た
部
落
の

起
源
と
発
達

第
一
章
部
落
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
●

第
二
章
古
代
日
本
の
社
会
階
級

第
三
章
中
古
（
六
四
五
’
一
一
八
六
年
）
に
お
け
る
社
会
階
級

と
部
落
の
起
源

ニ
ノ
ミ
ャ
・
シ
ゲ
ア
キ

目
次

な
お
本
文
中
の
（
）
は
訳
語
の
原
文
を
、
〔
〕
は
訳
注
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。

片
仮
名
ル
ビ
は
、
原
文
中
そ
の
ま
ま
英
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
日
本
語
句
で
あ
る
。

明
ら
か
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
訳
者
が
適
宜
、
訂

正
し
た
。

邦
文
書
名
、
日
本
人
の
氏
名
な
ど
は
で
き
る
だ
け
正
し
い
漢
字
表

記
に
よ
る
よ
う
心
掛
け
た
が
、
ど
う
し
て
も
判
ら
な
い
場
合
に
は
片

仮
名
表
記
と
し
た
。

原
文
中
「
稔
多
」
白
冨
）
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
訳

文
で
は
極
力
「
部
落
」
も
し
く
は
「
部
落
民
」
と
い
う
語
を
用
い
る

よ
う
に
努
め
た
。

第
四
章
中
世
（
一
一
八
六
’
一
六
一
五
年
）
の
社
会
階
級
と
部

落
形
成

第
五
章
徳
川
時
代
（
一
六
○
一
一
一
’
一
八
六
八
年
、
特
に
一
六
一

五
’
一
八
六
八
年
）
の
社
会
階
級
と
穣
多
・
非
人

要
約

第
Ⅱ
部
明
治
維
新
以
降
の
部
落
と
水
平
運
動

第
六
章
明
治
期
の
稔
多
ｐ
非
人

第
七
章
部
落
の
現
況

第
八
章
水
平
運
動

要
約

付
表
１
、
曰
本
各
地
に
お
け
る
部
落
民
の
呼
称

２
、
神
戸
近
郊
に
お
け
る
部
落
民
の
分
類

３
、
あ
る
被
差
別
・
部
落
に
お
け
る
職
業
構
成

４
、
道
県
別
部
落
人
口

５
、
水
平
社
に
よ
る
全
世
界
の
労
働
者
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル

付
図
１
、
各
時
代
に
お
け
る
社
会
階
級
の
相
関
図

２
、
部
落
形
成
の
プ
ロ
セ
ス

文
献
一
覧

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
部
落
民
（
①
旨
）
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
た
欧
米

の
学
者
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
被
差
一
別
集
団
を
総
合
的
に
研
究
し
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た
者
は
ま
だ
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。
『
ア
ジ
ア
協
会
会
報
」
所
収

の
シ
モ
ン
ズ
博
士
ｅ
Ｈ
・
ロ
国
・
の
百
日
・
ロ
、
）
の
論
文
「
古
代
日

本
に
お
け
る
土
地
所
有
と
地
方
制
度
」
は
か
な
り
適
切
な
記
述
を
し

て
い
る
が
、
部
落
の
起
源
に
関
す
る
博
士
の
仮
説
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
マ
ー
ド
ッ
ク
（
］
四
日
の
の
言
巨
ａ
ｏ
ｓ
）
が
正
し
く
批
判
し
て
い
る

よ
う
に
、
問
題
が
あ
る
。
ま
た
Ｆ
・
プ
リ
ン
ク
リ
ー
船
長
（
Ｏ
呂
巨
目

句
・
卑
旨
丙
｝
①
〕
）
の
『
日
本
、
そ
の
歴
史
、
芸
術
及
び
文
学
」
第
一
一

章
の
中
に
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
相
当
確
か
な
説
明
が
み
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
部
落
問
題
に
関
す
る
最
も
正
確
な
記
述
は
、

マ
ー
ド
ッ
ク
の
三
巻
よ
り
な
る
該
博
な
研
究
、
『
日
本
歴
史
』
の
随

所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
研
究
に
お
い
て
、
著
者
は
で
き
る
だ
け
英
文
資
料
を
利
用
し
よ

う
と
し
た
が
、
結
局
、
主
と
し
て
曰
本
語
文
献
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
瀧
川
政
次
郎
教
授
の
卓
越
し
た
研
究
、
『
日
本
社
会
史
」

に
は
測
り
知
れ
な
い
ほ
ど
助
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
喜
田
貞
吉
博
士
の

諸
著
作
、
特
に
博
士
が
編
者
と
な
っ
て
い
る
『
民
族
と
歴
史
』
は
、

博
士
が
部
落
形
成
史
に
関
す
る
現
在
最
高
の
権
威
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
本
研
究
に
欠
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、
特
に
重
要

な
参
照
文
献
と
し
て
は
、
三
浦
周
行
博
士
の
「
穣
多
非
人
の
法
制
史

上
の
地
位
」
、
新
村
出
博
士
の
「
賎
民
名
称
老
」
、
柳
田
国
男
教
授
の

「
所
請
特
殊
部
落
の
種
類
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
菊
池
山
哉
著
『
穣
多

族
に
関
す
る
研
究
』
は
、
氏
の
差
別
的
見
解
が
批
判
さ
れ
て
は
い
る

助
言
や
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
、
朝
河
貫
一
博
士
、

ヘ
ル
ベ
ル
ト
。
Ｈ
・
ゴ
ー
エ
ン
、
ア
ー
サ
ー
・
フ
ン
メ
ル
、
喜
田
貞

吉
、
モ
ー
リ
ス
。
Ｔ
・
プ
ラ
イ
ス
、
ツ
ノ
ダ
・
リ
ュ
ー
サ
ク
、
ヘ
ン

リ
ー
．
Ｓ
・
タ
ッ
ミ
の
諸
氏
は
、
様
々
な
事
柄
に
関
し
大
切
な
知
識

と
時
間
を
著
者
の
た
め
に
さ
い
て
下
さ
り
、
ま
こ
と
に
有
難
か
っ

た
。
故
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
博
士
は
、
著
者
が
本
研
究
に
取
り

か
か
る
べ
く
励
ま
し
、
ま
た
博
士
所
蔵
の
貴
重
な
文
献
・
資
料
が
自

由
に
利
用
で
き
る
よ
う
便
宜
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
。
「
ナ
カ
タ
東

洋
学
研
究
奨
学
基
金
」
（
岳
の
Ｚ
四
百
宮
司
の
］
］
・
弓
の
江
ご
旨
○
目
の
口
冨
］

切
目
臼
の
の
）
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
在

住
の
Ｍ
・
ナ
カ
タ
氏
に
対
し
て
は
、
と
り
わ
け
感
謝
の
念
に
堪
え
な

い
。
こ
の
奨
学
基
金
制
度
の
お
か
げ
で
著
者
は
本
研
究
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
著
者
の
真
の
師
で
あ
り
、

友
人
で
も
あ
る
エ
ル
ド
ン
・
グ
リ
フ
ィ
ン
氏
に
心
か
ら
謝
意
を
表
し

た
い
。
氏
は
草
稿
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
、
批
判
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
の
学
問
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
は
、
氏
の
弟
子
で
あ
る
著
者
に
と

っ
て
大
き
な
励
ま
し
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
研
究
に
何
か

不
備
な
点
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
責
は
す
べ
て
著
者
に
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
も
で
な
い
。

本
研
究
は
、
一
九
三
一
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州

シ
ア
ト
ル
市
所
在
）
の
東
洋
学
部
ｅ
の
宮
Ｈ
言
の
三
・
｛
○
回
の
口
冨
］

の
目
昌
の
の
）
に
修
士
論
文
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文

も
の
Ｑ
多
く
の
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
高
橋
貞
樹
お

よ
び
佐
野
一
男
両
氏
の
著
作
は
十
二
分
に
参
照
し
た
が
、
極
め
て
有

益
で
あ
っ
た
。
岡
本
弥
氏
の
『
特
殊
部
落
の
解
放
』
お
よ
び
栗
須
七

郎
『
水
平
の
行
者
』
は
、
両
氏
が
部
落
解
放
運
動
の
指
導
者
で
あ
る

が
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

部
落
民
を
題
材
に
し
た
多
く
の
小
説
の
中
で
、
島
崎
藤
村
の
『
破

戒
』
（
月
日
ロ
の
四
①
量
・
ロ
）
は
、
明
治
後
期
に
お
け
る
部
落
差
別
の
実

情
を
忠
実
に
描
い
て
お
り
、
興
味
深
い
。

「
中
央
融
和
事
業
協
会
」
発
行
の
諸
出
版
物
は
、
部
落
問
題
の
現

状
と
融
和
諸
団
体
の
活
動
を
知
る
上
で
極
め
て
有
益
で
あ
っ
た
。

本
研
究
の
本
論
に
出
て
く
る
曰
本
人
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
姓
を

先
に
、
名
を
後
に
置
く
日
本
式
の
表
記
法
を
一
貫
し
て
用
い
た
。
ま

た
名
詞
の
単
数
・
複
数
形
を
区
別
し
な
い
と
い
う
日
本
語
の
特
徴
も

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

「
穣
多
」
と
い
う
語
の
使
用
は
今
日
の
日
本
で
は
好
ま
し
い
と
は

考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
研
究
で
は

内
容
を
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
の
語
を
や
む
を
得
ず
用
い
た
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
著
者
が
こ
の
語
に
通
常
ま
つ
わ
る
差
別
感
情

を
広
め
よ
う
と
意
図
し
た
わ
け
で
は
無
論
な
い
。

日
本
語
に
よ
る
著
作
の
標
題
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
引
用
す
る
際

に
、
そ
の
英
訳
も
し
く
は
要
旨
を
付
す
よ
う
に
し
た
。

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
著
者
は
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な

便
著
者
の
部
落
問
題
に
対
す
る
概
論
的
研
究
を
意
図
し
た
に
す
ぎ

ず
、
大
方
の
忌
惇
な
い
御
批
判
を
賜
っ
た
後
、
博
士
論
文
に
結
実
さ

せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
計
画
は
今
の

と
こ
ろ
成
就
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
本
論
文
を
こ
の
よ
う
な
形
で
発
表
す
る
に
際
し
て
は
、

「
曰
本
ア
ジ
ア
協
会
」
（
少
の
宮
一
○
ｍ
・
巳
の
目
・
閉
］
口
宮
口
）
の
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。

一
九
三
四
年
一
一
月
、
東
京
に
て

ニ
ノ
ミ
ヤ
・
シ
ゲ
ア
キ

序

エ
タ
（
１
）

部
落
民
（
穣
多
）
は
日
本
全
国
に
散
在
し
、
そ
の
数
は
約
一
一
二
○

（
２
）
 

万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
法
律
的
に
は
一
八
七
一
年
八
月

へ
イ
ミ
ン
（
３
）

二
八
日
の
政
令
〔
太
政
官
布
告
〕
に
よ
り
平
民
と
同
じ
身
分
を
与
え

ら
れ
た
が
、
徳
川
封
建
体
制
下
で
存
続
し
て
き
た
社
会
慣
習
を
天
皇

の
命
令
一
つ
で
覆
え
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
未
だ
に
賎

（
４
）
 

民
（
・
三
○
四
の
（
の
）
扱
い
き
れ
、
以
前
と
同
じ
く
、
彼
ら
だ
け
の
居
住

地
（
Ｄ
Ｂ
日
三
ご
）
に
隔
離
さ
れ
て
住
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本

研
究
で
用
い
ら
れ
る
「
賎
民
」
（
・
巳
８
，
斤
の
）
と
い
う
語
は
、
イ
ン

ド
の
厳
格
な
カ
ー
ス
ト
制
に
由
来
す
る
「
カ
ー
ス
ト
」
（
○
口
黒
の
）
及



『

3８ 
３９資料紹介「部落の起源、発達、現況に関する一考察」

び
「
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
」
（
・
貝
８
ｍ
訂
）
の
概
念
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。

し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
数
年
間
に
起
き
た
大
規
模
な

社
会
変
動
〔
米
騒
動
な
ど
〕
に
刺
激
さ
れ
、
部
落
民
は
こ
れ
ま
で
に

な
く
自
己
主
張
的
に
な
り
、
攻
撃
的
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
｜

ス
イ
ヘ
イ
ウ
ン
ド
ウ
（
５
）

九
一
一
一
一
年
一
二
月
一
一
一
日
、
京
都
に
本
拠
地
を
置
く
水
平
運
動
が
創
設
さ

れ
た
。
そ
れ
は
部
落
民
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
発
展
過
程
か
ら
必
然

的
に
生
ま
れ
た
動
き
で
あ
っ
た
。
水
平
運
動
の
革
命
的
性
格
は
、
プ
ロ

（
６
）
 

ス
イ
ヘ
イ

レ
タ
リ
ア
諸
政
党
と
の
結
び
つ
き
に
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
水
平

シ
ヤ

社
左
派
が
主
導
権
を
握
っ
た
運
動
の
第
一
一
段
階
で
は
左
傾
化
が
著
し

（
７
）
 

（
８
）
（
９
）
 

か
つ
た
。
一
九
二
一
一
一
年
、
群
馬
・
奈
良
両
県
に
お
い
て
水
平
社
同
人

と
近
隣
住
民
と
の
間
に
激
し
い
衝
突
が
勃
発
し
、
そ
の
後
、
無
数
の

論
争
に
発
展
し
た
。
今
日
、
殆
ど
す
べ
て
の
府
県
に
水
平
社
支
部
が

（
、
）

存
在
し
、
そ
の
加
盟
者
総
数
は
一
一
○
万
人
に
達
す
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
旗
幟
に
描
か
れ
た
象
徴
的
な
荊
冠
は
水
平
運
動

（
、
）

の
精
神
を
顕
一
不
し
て
い
る
。

今
曰
、
部
落
問
題
と
い
う
極
め
て
重
要
な
社
会
問
題
の
解
決
は
、

日
本
の
心
あ
る
人
々
の
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。
部
落
民
の
置
か
れ
た

現
状
を
完
全
に
理
解
す
る
た
め
に
は
歴
史
的
考
察
が
不
可
欠
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
曰
本
が
現
在
、
直
面
し
て
い
る
他
の
社
会
問
題

の
幾
つ
か
と
は
異
な
り
、
部
落
民
は
一
千
年
に
及
ぶ
因
襲
を
背
負
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
、
）
肖
与
§
『
盲
『
団
。
烏
（
＄
⑬
巴
．
９
．
⑬
＄
‐
⑭
霞
・
を
参
照
。
し
か
し

な
が
ら
、
守
屋
栄
夫
氏
は
、
四
万
人
は
超
え
な
い
と
控
え
目
な
推
計
を

乞
ご
）
巳
・
鐘
》
柳
田
国
男
「
所
謂
特
殊
部
落
の
種
類
」
『
国
家
学
会

雑
誌
』
一
一
七
巻
五
号
（
東
京
、
一
九
一
一
一
一
年
）
、
勺
・
旨
身
二
雨
角
ｓ
§

罠
図
司
切
◎
島
（
乞
画
巴
。
ｂ
塵
溺
）
お
よ
び
］
言
・
目
○
口
■
臨
月
ｓ
§
冒

辱
局
菖
ヘ
コ
ミ
図
（
Ｚ
の
ョ
目
◎
鳥
・
乞
遷
）
》
己
．
』
宮
・
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス

ト
制
度
研
究
の
第
一
人
者
、
ガ
イ
ト
（
目
・
缶
・
の
巴
Ｃ
は
「
カ
ー
ス

ト
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
「
カ
ー
ス
ト
と
は
、
共
通
の

●
Ｏ
Ｓ
ロ
⑪
一
●
●
●
守

名
を
持
ち
、
同
一
の
伝
統
的
職
業
に
従
事
し
、
同
一
先
祖
の
子
孫
で
あ

る
と
主
張
す
る
、
一
般
に
は
単
一
の
同
質
コ
ョ
ニ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て

い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
内
婚
制
集
団
も
し
く
は
そ
う
し
た
集
団
の

集
合
体
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
］
・
出
囚
閂
曰
碩
の
．

辱
＠
＆
ざ
恩
島
国
＆
門
＆
壇
§
§
＆
同
畳
国
寧
ぐ
・
］
・
函
．
ご
・
毘
娼
所
収

の
彼
の
執
筆
項
目
、
「
カ
ー
ス
ト
」
参
照
の
こ
と
。

（
５
）
「
水
工
」
（
剣
昌
の
Ｈ
１
］
の
ぐ
の
］
）
運
動
、
す
な
わ
ち
平
等
運
動
の
意
。

（
６
）
ヨ
シ
カ
ワ
は
、
「
最
近
の
総
選
挙
で
は
、
新
た
に
組
織
さ
れ
た
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
諸
政
党
と
の
緊
密
な
関
係
が
見
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
・
国
・
呂
岸
囚
弓
山
》
窪
雲
＆
【
諄
号
（
后
悼
巴
．
ｂ
・
の
．
参
照
。

（
７
）
山
本
正
男
『
明
治
以
降
の
解
放
運
動
』
（
東
京
、
一
九
三
○
）
第
七

章
及
び
の
．
□
の
ｐ
ｏ
ｓ
。
《
自
匠
①
○
鼻
８
の
蕨
。
閉
］
四
℃
目
】
ご
・
目
青

田
冒
菖
出
背
凡
淳
９
【
胃
。
ｐ
ご
》
乞
噌
巴
を
参
照
。
．

（
８
）
関
東
地
方
所
在
の
県
。

■
守
寺
（
●
づ
Ｊ
Ｐ
Ｏ

（
９
）
近
畿
地
方
所
在
の
県
ロ
奈
良
県
で
は
，
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
に
警

察
の
動
員
が
必
要
だ
っ
た
。

以
下
、
本
論
で
は
部
落
問
題
い
を
正
し
く
社
会
的
に
位
置
づ
け
、
社

会
慣
習
と
い
う
名
の
暴
君
に
長
く
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
部
落
受
難
の

記
録
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。Ⅱ 

ｌ
注
ｌ

（
１
）
「
と
て
も
織
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
の
二
文
字
熟
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
パ
ジ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
こ
の
語
を
負
ｑ
の
空
の
目
の
日

四
宮
呂
閏
旨
薯
（
職
れ
多
し
）
と
詩
的
に
英
訳
し
て
い
る
。
因
・
国
・

○
宮
冒
す
①
Ｈ
］
四
目
・
望
冒
恩
』
ｇ
§
：
．
①
昏
巴
・
円
の
ご
・
（
㈲
・
＆
・
Ｐ

】
旨
。
》
ロ
・
】
巴
参
照
の
こ
と
。
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
は
、
今
日
の

日
本
で
は
慎
重
に
避
け
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
水
平
社
同
人
か

ら
糾
弾
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
部
落
民
自
身
は
三
百
万
人
を
数
え
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
｜
般

に
、
こ
の
数
字
は
大
き
す
ぎ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
部
落
民
の
詳
し
い
分

布
状
況
に
つ
い
て
は
、
付
表
四
参
照
の
こ
と
。

（
３
）
一
般
の
人
（
○
・
日
目
・
ロ
自
国
＆
目
句
３
℃
】
の
）
の
意
。

（
４
）
日
本
人
、
欧
米
人
を
問
わ
ず
、
慎
重
な
研
究
者
は
、
固
有
の
意
味
で

の
「
カ
ー
ス
ト
」
と
い
う
概
念
を
日
本
の
部
落
民
に
あ
て
は
め
る
べ
き

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
Ｔ
・
ナ
カ
ジ
マ
は
「
厳
密
な
意
味

で
の
カ
ー
ス
ト
制
は
日
本
に
存
在
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
］
・
国
四
ｍ
言
い
の
．
＆
・
》
写
ご
ａ
ｓ
§
書
く
寄
蒔
言
§
＆

固
蔓
園
（
国
】
冒
宮
】
Ｈ
召
．
】
①
豊
）
》
ぐ
・
］
。
ｍ
・
ロ
・
急
の
所
収
の
氏
の
執
筆

に
な
る
項
参
照
。
な
お
、
下
記
の
諸
著
作
も
参
照
の
こ
と
。
三
・
国
・

毎
日
己
の
》
ヘ
ヨ
飼
畠
息
口
暑
恩
昏
國
旦
○
愚
目
蔚
自
言
（
勺
円
旨
８
斤
・
Ｐ

し
て
い
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
員
８
の
｛
の
⑫
］
。
ご
『
ご
ｏ
ｏ
ｐ
ｐ
ｐ
曾
危
忌
官
＆
●
①
．
》
・
自
春

ｉ
阜
菖
了
聾
昼
浮
Ｓ
ｏ
ｏ
の
日
ヶ
①
Ｈ
ご
遷
噛
『
）
参
照
の
こ
と
。

（
ｕ
）
象
徴
的
な
意
義
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
彼
ら
は
〔
『
共
産
党
宣

言
』
の
中
の
〕
マ
ル
ク
ス
の
有
名
な
ア
ピ
ー
ル
を
次
の
よ
う
に
言
い
替

え
て
用
い
て
い
る
⑥
ｌ
「
六
千
部
落
三
百
万
人
の
同
胞
た
ち
よ
、
団

結
せ
よ
◎
諸
君
た
ち
に
は
鉄
鎖
以
外
に
失
う
べ
き
者
は
何
毛
な
い
の

だ
」
。
へ
《
辱
の
目
啓
の
Ｈ
四
目
旨
の
因
冨
愚
轡
二
③
早
冨
了
聾
昼
寄
（
嵩
皇

皀
》
乞
国
）
参
照
。




